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1．は　じ　め　に

コンピュータサイエンス分野の研究成果は，約 70年
にも及ぶ歴史の中で数多のビジネスの創造に活かされて
きたが，中でも人工知能（AI）は，21世紀に入ってか
ら研究成果のビジネス応用が特に盛んになっている領域
ではないだろうか．今や数兆円規模の市場創出につなが
っているWebサーチエンジンの普及には，巨大なハイ
パーリンク構造から価値ある情報を抽出するアルゴリズ
ムや，表記揺れなどを柔軟に吸収する自然言語処理技術
などの果たした役割も大きい．音声認識や画像認識が機
械学習技術の発達に伴い実用に耐える精度を達成しつつ
あることによって，多数の新たなビジネスがベンチャー
企業として立ち上がりつつある．また，既存の大企業の
みならず新興企業にも，AIの研究成果を生かしてビジ
ネスを拡大することを目指し，産学連携に取り組んだり
研究開発組織を設立したりするという動きが目立つよう
になってきた．表 1に示すように，日本国内でも多くの
新興企業が研究開発組織を設立して AI関連分野での研
究開発活動に着手している．本誌 2014年 9月号におい
ても，特集「企業における AI研究の最前線」が組まれ，
企業の研究開発の現場で取り組まれている最先端の研究
成果が紹介されている．
一方で，AI研究の成果（シーズ）がニーズと結び付

いて新たなビジネスの創出につながるまでには，乗り越
えなければならない「壁」がいくつも存在する．シーズ
を起点としてプロダクトを開発したものの市場を開拓で
きなかったり，既存ビジネスの新たなニーズの掘起こし
のためにシーズの適用を試みたもののビジネスの発展に

つなげられなかったりという失敗はどうしても起きてし
まう．
「イノベーション」という言葉は，「新たなアイディア
や手法の導入によって価値を創造すること」から，「既
存のビジネスを陳腐化させ市場に変革をもたらすこと」
まで，さまざまな意味で用いられる．本特集では，「イ
ノベーション」を「シーズとニーズが何らかの形で結び
付いて新たな価値が生まれる現象」という意味で用い，
「既存のビジネスの枠組み内でニーズがすでに顕在化し
ているもの」と，「シーズをプロダクト化して初めて潜
在的なニーズが掘り起こせるもの」の両方のタイプを包
括して扱う．
我々は，AI研究のシーズとニーズの間にはどのよう
な「壁」が存在するのか，「壁」を乗り越えてイノベー
ションを創出するためにどのような方法論が現場で実践
されているのかを，俯瞰したいという意図で本特集を企
画した．俯瞰軸としては，「イノベーション創出に関わ
る人々の役割」と「ビジネス発展のプロセス」という 2

種類の軸を設定することとした．この二つの軸を用いる
意図について，以下に簡単に説明したい．
まず，「イノベーション創出に関わる人々の役割」と

しては，「研究」，「研究開発」，「プロダクト開発」，「マ
ーケティング」，「経営」などがあげられるだろう．AI

研究のシーズからイノベーションを創出するためには，
さまざまな役割にいる人々が連携して価値を創造してい
くプロセスが欠かせないと我々は考えている．一方で，
イノベーションの現場では役割の違いから生じる意見の
食違いが，連携を妨げる要因になってしまうことも多い．
そこで，イノベーションの「壁」がどこにあるのか，異
なる役割をもつ人々の間の共創をどのように進めていく
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べきかを明らかにするために，それぞれの役割の視点か
らイノベーションの課題や解決策を俯瞰したいと我々は
考えた．
次に，「ビジネス発展のプロセス」とは，「創業期」，「成

長期」，「成熟期」といったビジネス（および企業）の成
長サイクルのことであるが，ここでは「AI研究のシー
ズをビジネス発展のどの段階で取り入れるか」という意
味で扱う．一般的には，イノベーションは「シーズ主導型」
と「ニーズ主導型」という対立軸で扱われることが多い．
AI研究のシーズを生かして創業したベンチャー企業は
シーズ主導型，既存のビジネスの問題解決のために AI

研究のシーズを適用している大企業はニーズ主導型の代
表例であろう．しかし，多くの事例を検討してみると，
日本国内の企業に限ってみても上記のような単純な分類
では全体像を捉えられないことがわかる．「創業後に AI

研究のシーズを導入した」という類型をとってみても，
創業から数年で産学連携の取組みを開始した企業（例： 

ホットリンク）もあれば，上場後に数千億円の規模にビ
ジネスが成長してから，さらにイノベーションを生み出

すために研究開発部門を新たに設立したという企業（例： 

ヤフー，楽天）もある．また，既存企業の研究開発部門
にも，シーズ主導型とニーズ主導型の双方のタイプを試
しているところは少なくない．近年は，イノベーション
を「シーズ主導型」と「ニーズ主導型」という対立した
概念によって捉えるべきではなく，「シーズ」と「ニー
ズ」はイノベーションを生み出すための対等な要素であ
る，といった議論もなされている [Freeman 97]．そこで，
シーズ主導型・ニーズ主導型の事例とともに，この分類
に当てはまらないユニークな事例もカバーすることで，
イノベーション創出プロセスの全体像を俯瞰したいと考
えた．
本特集では，上記の 2軸の視点から，AI研究と密接

な関わりをもつ領域においてイノベーションの創出にさ
まざまな役割から携わっている方々に，それぞれの視点
から感じているイノベーションの課題や解決策について
6編の記事をご寄稿いただいた．いずれの記事も，イノ
ベーション創出の最前線である企業の研究開発，新規事
業立上げ，ベンチャー創業や産学連携などの現場におけ

表 1　新興企業の AI関連領域での研究開発への取組み事例（著者ら作成）

企業名 主な事業 創業 株式
公開

研究開発
組織設立

研究開発組織設立の
経緯

AI関連領域での
主な研究開発
テーマ

参考 URL

（株）ホットリンク
ソーシャル・ビッグデ
ータ活用を支援するク
ラウドサービスの提供

2000 2013 2004
blog 関 連 技 術 の 産
学 連 携 組 織 と し て
「HottoLabo」設立

ソーシャルメディ
ア解析，コミュニ
ティ解析

http://www.
hottolink.co.jp/
company/lab

サイボウズ（株） グループウェアの開
発，販売，運用 1997 2000 2005

連結子会社としてサイ
ボウズ・ラボ（株）を
新規に設立

機械学習，自然言
語処理

http://labs.
cybozu.co.jp/

楽天（株）
ネットショッピングな
どのインターネットサ
ービスの提供

1997 2000 2005 楽天技術研究所を新規
に設立

自然言語処理，画
像認識

http://rit.
rakuten.co.jp/

ヤフー（株） ポ ー タ ル サ イ ト
Yahoo!JAPANの運営 1996 1997 2007 Yahoo!JAPAN研究所

を新規に設立
機械学習，自然言
語処理

http://research-
lab.yahoo.co.jp/
gaiyo/

（株）ネクスト 不 動 産 情 報 サ イ ト
HOME’Sの運営 1995 2006 2011

東京大学発の産学連携
企業であった（株）リ
ッテルを買収し，リッ
テルラボラトリーを設
立

情報推薦，ビッグ
データ解析，ユー
ザエクスペリエン
ス

http://littel-
lab.next-group.
jp/

（株）サイバー
エージェント

Webコミュニケーショ
ンサービス，Web広告
など

1998 2000 2011 秋葉原ラボを新規に設
立

ビッグデータ解
析，機械学習，自
然言語処理

http://www.
cyberagent.co.jp/
techinfo/labo/

（株）リクルート
ホールディングズ

生活領域全般における
マッチングサービスの
提供

1960 2014 2012

（株）リクルートテク
ノロジーズ内に，新
技術開拓部門として
Advanced Technology 
Labを設置

ビッグデータ解
析，機械学習，自
然言語処理

http://atl.
recruit-tech.
co.jp/

シナジー
マーケティング（株）

CRM製品・サービス
の提供 1997 2007 2012 研究開発グループを新

規に設置

マーケティングお
よびコミュニケー
ション研究

http://lab.
synergy-
marketing.co.jp/

（株）ドワンゴ
＊ 2014年
（株）KADOKAWA
と経営統合

オンラインエンターテ
インメントサービスの
提供

1997 2003 2014 ドワンゴ人工知能研究
所を新規に設立

人工知能，特に汎
用人工知能や全脳
アーキテクチャに
関わる研究

http://ailab.
dwango.co.jp/

サイジニア（株）
情報推薦システム，広
告プラットフォームの
提供

2005 2014 （独立した研究開発組
織の設置なし）

ビッグデータ解
析，機械学習

http://www.
deqwas.com/
service/
technology.html
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る豊富な経験に基づいてご執筆いただいており，イノベ
ーション創出のためのヒントを満載した内容となってい
る．単なる成功体験にとどまらず，イノベーションを生
み出すために日々悩み，苦闘し，試行錯誤を続けられて
いるプロセスをも披露していただいており，今後イノベ
ーション創出に関わる人々にとって貴重な知見が数多く
含まれていると感じる．失敗体験や困難への直面など，
書きづらい事柄についても率直に書いていただいた著者
の方々に，厚く御礼を申し上げるしだいである．企画者
らが関わった 2編も加えて 8編からなる特集となり，「イ
ノベーションに関わる人々の役割」，「ビジネス発展のプ
ロセス」の二つの俯瞰軸を中心として，多様な課題や現
場で実践されている方法論などを俯瞰できる内容になっ
たのではないかと思う．多くの読者の方々がイノベーシ
ョンへの新たな視座を得て，さまざまな形でイノベーショ
ン創出のプロセスに携わるきっかけとなれば幸いである．
本稿では，上記の 2軸のほか，特集全体を通じて浮か

び上がってきたいくつかのテーマについて，議論の整理
を試みる．
●	イノベーション創出に関わる人々の役割
役割の違いからくる視点の差異を乗り越えて共創す
るためのヒントとともに，産学連携や企業組織内にお
けるイノベーションを阻害する要因が提示されている．
●	ビジネス発展のプロセス（シーズ主導とニーズ主導）
シーズとニーズのマッチングのプロセスにはいくつ
かの「型」があり，状況に応じて適した「型」が存在
することが示唆されている．また，シーズ主導とニー
ズ主導のバランスをとる必要性も指摘されている．
●	人材・スキルをめぐる課題
イノベーションの現場において多様な専門性をも
ったメンバ同士をいかに連携させるかといったテーマ
や，メンバのモチベーションを向上させるためのマネ
ジメントの在り方についての議論が提起されている．
また，日本の大学の教育体制が抱える課題や，海外の
教育体制の優れた点を取り入れるための現実解が提案
されている．
●	データをめぐる課題

AI研究の成果をビジネスの現場に適用するにあた
って，いわゆるビッグデータをどのように活用してい
くかは避けられない課題となっている．データをステ
ークホルダ間で共有できるか否かが，イノベーション
の成否を大きく左右する可能性が示唆されている．ま
た，データの多様性と量の問題に対処するため，分散
処理やHPCなどの周辺技術を適用していく必要性も
指摘されている．
●	産学連携をめぐる課題
シーズとニーズのマッチングの機会を増やしていく
という観点で，産学連携活動の重要性が注目されてか
ら久しい．企業と大学が共同研究を行う際に必要とさ
れることや，アカデミアから広く知見を集めるための

自社データ提供の取組み，大学のシーズを企業が取り
入れる際に望まれる組織体制，などについての議論が
提示されている．
●	AI への懸念をめぐる課題
フィクション作品などによって形成された AIへの

漠然とした不安や，AI技術のサービスへの適用が誘
発する顧客の嫌悪感，AIの人間活動領域への進出に
よる人間との競争，などが，イノベーションを妨げ得
る懸念としてあげられている．顧客との丁寧なコミュ
ニケーションや，人間にしか発揮できない創造性を活
かす AI技術とのコラボレーションの在り方を考える
ことなどの必要性が議論されている．
最後に，上記の議論の整理を踏まえて，AI研究に期

待されていることを俯瞰してまとめとしたい．
●	要素技術を軸として，AI研究の発展とイノベーシ
ョンの広がりが互いに与えてきた歴史を振り返るこ
とで，今後のイノベーション創出のヒントを探る．

●	ディジタル空間が急速に拡大する中で，今後の AI

研究がイノベーションを創出することが期待される
領域がどこかについての見通しを示す．

2．イノベーション創出に関わる人々の役割

本特集の企画にあたっては，さまざまな役割からイノ
ベーション創出に関わっていらっしゃる方々にご寄稿を
依頼し，結果として主要な役割からの視点を網羅する構
成とすることができた．
サイジニア（株）の吉井氏は，もともと大学の研究者

として複雑系ネットワークやレコメンデーションなどの
シーズを研究されていたが，そのシーズを生かして起業
され，研究開発・営業・経営という役割を経て株式公開
までのプロセスを経験されている．
楽天（株）の森氏は，AI技術とビッグデータに関連
した領域の R&D組織の運営に携わっていらっしゃる．
（株）サイバーエージェントの福田氏，鈴木氏，善明氏，
高野氏，藤坂氏は，自社の大量データの活用を主な目的
とした R&D組織において，OSSを中心としたインフラ
構築およびユーザ行動データ利用などの研究開発に取り
組まれている．
（株）クロスコンパスの佐藤氏は，AI処理技術の商用
化をミッションとした大学発ベンチャーを創業し，deep 

learningを中心とした AI処理技術を多くの企業の問題
解決に適用される過程で，経営層，営業部門，技術部門
などさまざまな役割の人々からの意見に日々接していら
っしゃる．
シナジーマーケティング（株）の後迫氏は，マーケテ
ィングおよび営業の現場における潜在的ニーズの観察か
ら生まれたシーズをもとに，製品開発，販売および新規
事業の推進を担われている．
お茶の水女子大学の伊藤氏は，企業の研究員を経て，
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現在は大学教員として産学連携研究や学生教育に熱心に
取り組まれている．
（株）ホットリンクの内山氏は，ベンチャーとしての
創業期から大学からの技術移転の重要性に着目し，数多
くの技術移転の事例を経験されている．
シナジーマーケティング（株）の谷田は，コミュニケ
ーションおよびマーケティング領域をターゲットとした 

R&D組織のマネジメントに取り組んでいる．
なお，本特集の企画者である清田，谷田，榊の 3名は，
いずれも大学や研究機関での研究活動を経て，現在は新
興企業の R&D組織において研究開発活動に取り組んで
いる．本特集の企画は，自然言語処理技術や音声・画像
処理技術などのコミュニケーション研究の成果をマーケ
ティングの現場に適用するうえの困難さを乗り越えるた
めの方法論を共有したいという意図で 3名を中心に行っ
てきた非公式の研究会がきっかけとなったことを付記し
ておく．
本特集の 8編の記事からは，イノベーションに関わる

役割の違いによる視点の差異が浮き彫りになっている．
例えば佐藤氏の記事では，企業内の経営，営業，技術の
各部門で AI技術への期待が全く異なっている様子が描
写されている．一方で，視点の差異を乗り越えるための
共通のヒントもいくつか読み取れる．ここでは，役割の
異なる人々が共創していくためのヒントを中心に，議論
を整理してみた．
●	ビジョンの共有
役割の異なる人々の間で，将来像として共有できるビ

ジョンを明確化する必要性が強調されている．伊藤氏は，
数多くの産学連携研究の経験をもとに，大学と企業の双
方が最終的に満足できるような成果物がビジョンとして
ある程度明確にイメージされていなければ，イノベーシ
ョンの創出につながる成果を生み出すことは難しいと述
べている．後迫氏も，イノベーティブなサービスの事業
化に適した組織の在り方として，ビジョンの共有と共感
の必要性に言及している．谷田による記事も，営業・生産・
研究開発などの各部門が同じ理解をもち一体となった状
態をつくるための経営理念の重要性を述べている．
●	議論のプラットフォームづくり
ビジョンの共有と合わせて，異なる役割の人々の間

での議論を成り立たせるプラットフォームをつくる必
要性も強調されている．森氏は，多様なスキルをもっ
た人材が互いの専門領域を理解し合う難しさに対処す
るため，組織横断的な情報共有の仕組み（情報共有ツ
ールや社交クラブ的な仕組み）を提供し，課題・問題
意識を共有する取組みを行っていることを紹介してい
る．後迫氏は，新たな思想をマーケティング現場に浸
透させるためには，漠然とした暗黙知的な共通理解で
はなく，定量化，可視化されたデータを「軸」として
共有することで，議論を成り立たせることが必要だと
述べている．

●	多様なステークホルダを「巻き込む」仕掛けづくり
ビジョンの共有および議論のプラットフォームの整
備によって異なる役割の人々の間での相互理解が進ん
でいることを前提として，多くのステークホルダを巻
き込んでいく仕掛けづくりについても，複数の著者の
方々が言及されている．後迫氏は，事業立上げの経験
をもとに，製品開発のプロセスにおいてコンセプトづ
くり→プロトタイピング→本開発という段階を踏みな
がら賛同者を増やしていくこと，案件を通じて販売部
門・生産部門を巻き込んで共同の体験を重ねていくこ
と，セミナーや広報を通じた地道な情報発信の継続に
よるブランディング，などの取組みを紹介している．
榊，内山氏による記事は，大学から企業への技術移転
の成功・失敗事例の分析を通じて，フィードバックと
改善のプロセスが迅速に行われる体制が整備される必
要性に言及している．伊藤氏は，大学がインターンシ
ップ，ハッカソン，セミナーなどの開催に積極的に協
力することで，学生が理解，共感を得る機会を得て，
独自性の高いイノベーションの醸成につながるという
期待を述べている．
他方で，役割間での相互理解の不足がイノベーション

を阻害する「壁」となり得ることについても，いくつか
の言及があった．
●	伊藤氏は，産学連携研究においてイノベーションが
滞る原因を示し，産業界への要望を提示している．
前述のビジョン共有の不足のほか，成果物が使われ
るコンテキストなどの情報が企業側から十分に開示
されないこと，学会発表が大学における重要なミッ
ションであることが理解されていないことなどが，
産学連携の阻害要因になると述べている．

●	後迫氏は，企業内での新規事業推進において，既存
事業が強力である場合に「肩身の狭さを感じる」ケ
ースがあることを述べたうえで，Govindarajanら
の論 [Govindarajan 05]を引いて，既存事業の過去
の成功体験がイノベーションを阻害する危険性に言
及し，「忘却」，「借用」，「学習」という三つの課題
をクリアする必要性を示している．

●	谷田による記事は，社内でのインタビューをもとに，
組織の肥大化に伴うエンジニア─営業間のチャネル
の分断，時間軸の違い，研究への社内の関心の低さ，
などの内部組織的なコミュニケーションの問題がイ
ノベーションの阻害要因となると論じ，これを改善
するには，経営理念の理解，企業風土の醸成，経営
戦略と研究開発戦略の一貫性，研究開発体制を考慮
した人材・人事戦略などの複合的なアプローチが必
要とされると述べている．また，研究開発部門特有
の事情として，独立性を注意深く保つ必要性にも言
及している．単に内部コミュニケーションの量を増
やすことにフォーカスしてしまうと，結果が見えや
すい業務にリソースが割かれ，研究者の創造性をむ
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しばみ，結果として内部コミュニケーションの質を
落とす危険性があると指摘している．

3．ビジネス発展のプロセス 
（シーズ主導とニーズ主導）

本特集において寄稿を依頼するにあたっては，シーズ
をビジネス発展プロセスのどの時点で取り入れたか，あ
るいはシーズ主導またはニーズ主導の研究の取組みにつ
いて言及していただくよう，おのおのの著者の方々にお
願いした．結果として，イノベーション創出プロセスに
ついて，いくつかの「型」が浮かび上がってきた．以下に，
本特集全体を通しての議論の整理を試みる．
●	シーズを出発点とした循環型
シーズが出発点となって小さなニーズを引き出すと
ころからスタートし，その事例から導かれたニーズが
新たなシーズの発掘につながるという循環が生まれて
いるプロセスは，複数の著者の方々が言及されている．
福田氏らは，Hadoopというシーズが企業内の大量デ
ータを活用したいというニーズにマッチしたことでプ
ロジェクトがスタートし，データが集まることで別の
ニーズを発掘し，そのニーズを満たすために新たなシ
ーズを発掘するというサイクルが生まれたプロセスに
言及している．後迫氏は，営業やマーケティングの現
場における潜在的課題の発見から生まれたコンセプト
をシーズとして開発した製品の企業向け展開によって
企業のニーズを少しずつ満たしていき，さらに価値観
モデルという新たなシーズを取り込んでいくプロセス
を描写している．佐藤氏は，既存の state-of-the-art

な機械学習手法（シーズ）をさまざまな企業のニーズ
に適用する試行錯誤のプロセスの中で，最適な特徴量
を見つける困難性を認識したからこそ，deep learning

という新たなシーズの可能性に早い段階で気付き，限
られた資源を集中投入することができたと述べている．
●	シーズ主導とニーズ主導の併用型
状況に応じたシーズ主導とニーズ主導の組合せ方に
ついても言及されている．榊，内山氏による記事は，
大学から企業への技術移転事例について，「研究体制」，
「シーズの状態」，「ニーズの状態」という要因にフォ
ーカスし，小規模組織ではシーズとニーズの両方を理
解できる人材が組織内にいること，大規模組織ではコ
ンサルティングチームの配置や研究者の出向などによ
ってニーズのコントロールと R&Dへのフィードバッ
クを担保することが必要だと考察している．谷田によ
る記事は，シーズ主導型研究は小さな戦力で夢を追い，
ニーズ主導型研究は企業親和性が高く近い将来に投資
対効果が期待できるテーマを選ぶのがよいだろうと述
べている．
●	ニーズを軸とした多数のシーズの結集型
森氏は，E-commerceの現場において，多種多様な

AIシーズ（自然言語処理，画像認識，音楽・音声認識，
機械学習など）がさまざまな場面で実際に活用されて
いることを述べている．一方で，AIシーズ自体を発
展させて人間の知能を模すことを目指したバーチャル
アシスタントの事例にも言及したうえで，現状でのバ
ーチャルアシスタント的なアプローチの限界も指摘し
ている．E-commerceのようにプラットフォームとし
て発展していく形態のサービスでは，シーズ主導のア
プローチ（バーチャルアシスタントのように AIシー
ズを統合的に発展させる）よりもニーズ主導のアプロ
ーチ（個別の AIシーズを別々に発展させる）になり
やすく，結果として個別の AIシーズ適用がビジネス
の経済圏として全体協調する方向に進化していく傾向
にあると述べている．
吉井氏は，シリコンバレーのベンチャーキャピタル

（VC）からの資金調達の経験をもとに，VCの視点で
は最も優先順位が高いのは「どんな問題を解決しよう
としているのか」すなわちニーズの定義であり，技術
シーズは必要に応じて調達すればよいと考えられてい
る，と述べている．世界で最もイノベーティブな地域
とみなされているシリコンバレーにおいて，シーズは
極論すればコモディティであり，「誰も考えつかなか
った問題」を見いだすことがより重要視されている，
という議論は非常に興味深い．
このように，シーズとニーズのマッチングのプロセス

には唯一の「正解」と呼べるものはなく，状況に応じて
適した「型」を選択する必要性が，多くの著者の方々に
よって示唆されている．
シーズ主導とニーズ主導のバランスをとる必要性も指
摘されている．伊藤氏は，日本の大学と海外の大学の研
究教育を比較したうえで，日本の大学の研究教育はシー
ズ主導の傾向が強く，ニーズ主導の研究がフォーカスさ
れる仕組みが不足していることが，イノベーションを生
む実力の不足につながっているのではないかと論じてい
る．シーズ主導の研究では新規性が非常に重視されるが，
「まず与えられた要求を満たすことをゴールにして研究
を始動し，新規性はその過程で後から付いてくる」とい
うニーズ主導の研究体制も認めるような価値観の多様化
こそが，イノベーションを促進するのではないかという
考察が示されている．一方で，谷田による記事は，ある
テーマが生む成果や効果を予測するのは難しいことか
ら，研究開発テーマの設定にあたっては，ニーズ主導を
徹底し実利主義を重視した研究開発だけでなく，研究者
個人が信じる方向に走らせてみる，といったアプローチ
も必要だと述べている．

4．人材・スキルをめぐる課題

イノベーションの現場における人材の確保や，どの
ようなスキルが必要とされるか，メンバをどのように動 
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機付けるかについても，多くの著者の方々が言及して 

いる．
●	伊藤氏は，日本の大学と海外の大学の比較に基づき，
ニーズ主導のイノベーションに必要とされるスキル
を考察している．日本の大学の学生には「現実社会
から問題を発見し解決手段を導く能力が足りない」
傾向があるのではないかとしたうえで，海外の大学
の教育体制の優れた点を日本の大学に取り入れるた
めの現実解を示している．具体的には，海外の教育
体制の優れた点として「演習科目の充実」，「インタ
ーンシップ体験の重視」，「基礎教育の充実」をあげ，
日本の大学でも予算制約の問題はあるものの，イン
ターンシップで実習体験を積ませたり，基礎教育の
重要性を理解させたりする，といった工夫ができる
のではないかとしている．また，イノベーションの
多様性という観点では，IT分野において女子学生
コミュニティを形成するような取組み（インターン
シップやハッカソン）を行うことが，女子学生のモ
チベーションを高めることにつながるのではないか
という期待を述べている．

●	森氏は，ビッグデータ時代のビジネスへの AI技術
の適用には，多岐にわたる技術・知識をもった人材
の確保と連携が必要であるが，多様な人材を一組織
に集めることは慣例上難しく，領域が異なる専門家
同士が相互理解することにも困難が伴うとしてい
る．こういった障害を乗り越えるため，横断的な情
報共有の仕組みを整備したり，多様な人材が交流で
きる社交クラブ的な仕組みを提供したりすること
で，連携力を底上げする取組みを続けていると述べ
ている．

●	後迫氏は，イノベーティブなサービスを事業として
成立させるためのスキルを列挙している．特に，イ
ノベーションにつながる課題の発見には「定性的な
知見を多数集めて定量化」できるスキル，多様なス
テークホルダの巻込みには「共同体験や支援を通じ
て関連メンバをモチベート」できるスキル，が必要
とされることを，経験をもとに論じている．

●	谷田による記事は，イノベーションに関わる研究者
の「やる気」と「創造性の発揮」というテーマに，
一章を割いて考察を示している．「やる気」の源と
なる貢献につながる社会性の部分が見えにくいこと
から，人間を全人的に捉えたマネジメント，すなわ
ちそれぞれの研究者の欲求を注意深く観察したうえ
でのマネジメントが必要とされるとしている．また，
創造性を高めるための意識のコントロールや習慣付
けについても言及している．

5．データをめぐる課題

AI研究の成果活用におけるデータ利用の観点につい

ても，多くの著者の方々が言及している．森氏は，現代
のインターネットビジネスの文脈において AI研究とビ
ッグデータが密接な関係にあると述べている．また，福
田氏らは Hadoopを中心としたデータプラットフォー
ムのエコシステムが，コンシューマ向けサービスのイノ
ベーションに大きな役割を果たしていることを示してい
る．
「データを共有できるか否か」がイノベーションの成
否に大きく関わることが，複数の著者の方々によって示
唆されている．佐藤氏は，企業間で学習データを共有す
るときの障害や，プライバシー保護の観点で学習モデル
の共有ができないことがイノベーションを妨げる可能性
を指摘している．後迫氏は，役割が異なる人々の間での
議論を成り立たせるための「軸」としてのデータの重要
性に言及している．榊，内山氏による記事は，技術移転
の成功例において「大規模データが社内ですぐに利用可
能な形で蓄積されていたこと」が成功要因の一つであっ
たとしている．
吉井氏は，科学の方法論のパラダイムが「データの科
学」の時代に移り変わってきているという観点から，企
業の研究開発の在り方自体も変化しているという議論を
展開されている．具体例として Netflix Prizeの成果が
サービスに採用されなかった事例を紹介し，研究用に一
部取り出されたデータセットに対して最適化を図ったと
しても，サービス運用の過程でユーザの行動パターンが
変化することから，実用に耐えないという理由をあげて
いる．「データの科学」の時代に AI研究が実世界のイノ
ベーションにつながるためには，最初から実環境，すな
わちマーケットからのリアルタイムなフィードバックが
得られる環境での研究開発が重要になるだろうとしてい
る．
ビッグデータ時代のデータの多様性と量が，AI技術
の可能性を推進するとともに困難も生み出していること
が，森氏によって指摘されている．機械学習の適用にあ
たって過学習やノイズの影響を回避するために試行錯
誤を繰り返す必要性や，計算量の爆発的増大に対処する
ため，アルゴリズム上の工夫とともに，分散処理技術・
HPC技術などを適用していく必要性などがあげられて
いる．

6．産学連携をめぐる課題

榊・内山氏の記事で言及されているように，研究開発
を経済活動に直接結び付けている産学連携活動が活発に
なって久しいものの，AI分野に関していえば，日本で
はまだまだ大学でのシーズを十分に生かしきれていない
現状がある．本企画では，AI分野において産学連携活
動が直面している課題を明らかにすることで，イノベー
ションに関わる人々の間での議論を活性化することを一
つのねらいとして，産学連携に深く関わっていらっしゃ
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る伊藤氏，森氏，内山氏にご寄稿をお願いした．
●	伊藤氏は，大学教員として企業との多数の共同研究
に関わった経験から，共同研究においてイノベーシ
ョンを創出するための産業界への提言として，「ビ
ジョンを共有する」，「情報を共有する」，「学会発表
を妨げない」の 3点をあげている．また，ニーズ主
導のイノベーションの促進と学生への有益な体験の
提供という観点で，インターンシップなどの連携は
もっと増えてよいのでは，としている．そのために，
企業と大学は批判しあうのではなく，お互いに歩み
寄って建設的に行動することが必要だろうと述べて
いる．

●	森氏は，データの多様さから一企業では所有データ
をとうてい活用できていない実情に言及し，広く知
見を集めるために，プライバシー保護や権利関係を
クリアしたうえで，アカデミアにデータを研究目的
で提供する取組みを紹介されている．国立情報学研
究所のリポジトリを通じて，楽天，ヤフー，ドワン
ゴ，リクルートなどの企業が自社のデータを研究目
的で提供しており，楽天のデータに関しては，すで
に 70以上の大学・研究機関にて活用されていると
述べられている．

●	榊，内山氏による記事は，大学から企業への技術移
転の成功・失敗事例において，R&Dチームへの適
切なフィードバックがなされる体制であったか否か
が要因の一つであったとしている．その考察をもと
に，研究者および企業の行動指針案として，「研究
シーズとビジネスニーズの両方を理解できる人材を
配置する」あるいは「R&Dチームからシーズにつ
いて学び，顧客のニーズをコントロールするコンサ
ルチームを配置する」などを提案している．
一方で，吉井氏は大学における研究から産業応用に軸
足を移してこられたご経験をもとに，アカデミアの価値
とビジネスの価値を結び付けるための一つのアプローチ
を提案されている．実環境とセットの研究開発姿勢，マ
ーケットと直接リンクした実データに基づく企業活動を
実践することによって，アカデミアとビジネスの軸を互
いに近づけて重なる領域をつくるというアプローチは大
変興味深い．また，吉井氏は大学から，マーケットニー
ズを鑑みながら産業応用にチャレンジする研究者が今後
登場することへの期待も述べられている．

7．AIへの懸念をめぐる課題

AIへの漠然とした不安がイノベーションを妨げる可
能性についても言及されている．
佐藤氏は，フィクション作品などによって形成された
イメージによって，AI技術の急速な発展に人々が抵抗
感を抱くことが，イノベーションの障壁になり得ること
への懸念を示されている．同様に，森氏も E-commerce

サービスなどに AI技術を適用することが顧客目線で見
ると嫌悪感を誘発しかねないことや，AI技術が人間の
活動領域に進出することで雇用が奪われることへの懸念
に言及されている．
これらの懸念に対して，森氏はいくつかの提言を示さ
れている．AI技術を適用しようとする企業は，顧客へ
のデータ活用状況の開示や利用許諾の明確な取得などの
コミュニケーションを怠らずに実行すること，技術適用
の仕方や内容に制限を設けることなどが必要だろうとし
ている．また，人間にしか発揮できない創造性にフォー
カスを当てて，AI技術と人間の新たなコラボレーショ
ンの形を探ることも重要だろうとしている．

8．イノベーションと AI研究の関わりの歴史

ビジネスに用いられる AI技術をあげつつ，それらが
どのように発展してきたかについて簡単に述べたい．ビ
ジネスに活用可能な AI技術は，パターン認識から機械
学習，自然言語処理，情報検索，レコメンデーション，
機械翻訳などさまざまな技術があげられるが，いずれも
ビジネス上で生じるさまざまなデータを処理するために
用いられている．それぞれの AI技術は相互に影響しあ
っており，整然と系統だった形で分類することは困難で
あるが，ここでは便宜上，データからの特徴抽出，デ
ータに対する全体俯瞰，データのモデリング（抽象化），
データの応用という四つの観点から整理していきたい．
特徴抽出とは，個別のデータについてさまざまな特徴
を定量化することである．自然言語処理の形態素解析や
評判分析，画像処理のエッジ検出，音声解析のスペクト
ル解析，ネットワーク分析の中心性計算などが用いられ
る．これらの技術は，以前は定性的であったデータ（テ
キスト，画像，音声など）を定量的に扱うために必須の
ものであり，それぞれの分野において古くから研究が行
われてきた．従来はヒューリスティックなルールや数理
的なモデルを中心に発達してきたが，データの量が増加
するにつれて，統計・確率モデルを用いて機械学習をす
るアプローチが一般化した．
全体俯瞰とは，あるデータ全体の状態を見ることで直
感的に理解することである．ビジネスにおいて全体俯瞰
を行う目的は，複雑な事柄全体の状態を客観的に理解す
ることで，意思決定や知見獲得を行うことである．具体
的には，ある商品を購買する顧客の属性を把握して販売
戦略を立てることが全体俯瞰に当たる．このような俯瞰
に用いられる技術は，クラスタリング，トピックモデル
などがあげられる．これらはそもそも大規模データを前
提とした技術であり，データの量や種類の増加とともに
発展した技術であると考えられる．そのような意味で当
初は，学術的な側面よりも工学的な側面が強かったとい
える．その後，多くの分野において理学的知見が入るこ
とによって分野は発展している．例えばネットワーク分
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析では物理学者によるクラスタリング手法が，トピック
モデリングでは確率によるモデリング手法が提案される
ことで，大きな発展が行われた．
モデリングとは，あるデータに対して汎用的に適合す
る抽象的なモデル（多くの場合は数学的モデル）を構築
することである．ビジネスにおけるモデリングを行う目
的は，課題解決や知見獲得を行うことである．具体的に
は，商品売上データを分析して売上低下に寄与する要因
を明らかにして対策を講じたり，機器の稼働データと故
障時期について時系列分析を行って故障の予兆を発見し
たりすることである．このようなモデリングに用いられ
る技術は相関分析や回帰分析，時系列解析などであり，
個別の手法は数学，物理学，経済学，生物学，国勢学な
どさまざまな学問から端を発する．しかし，いずれも複
雑な現象を抽象化し，汎用的な形式で記述することを目
指すホワイトボックス化されたアプローチであり，「現
象を記述し説明する体系を構築する」という理学的な思
想に端を発するものであると考えられる．しかし，解析
対象となるデータの増加以後は，サポートベクタマシン
に代表されるカーネル法，近年 deep learningという名
前で再び注目されるようになったニューラルネットワー
クなど，入力から実用的な出力を得ることを目指す，ブ
ラックボックス化されたアプローチによる研究が増加し
ている．これらは，「与えられた目的関数を最大化する」
という工学的な思想に近いものであるといえる．
最後に応用とは，要素技術を用いてさまざまな実用的
なサービスを構築することである．例えば機械翻訳や情
報検索，エージェントシステム，レコメンデーション，
デザイン最適化などが当たる．これらの技術が登場した
経緯はさまざまであり，機械翻訳，情報検索，エージェ
ントシステムなどは要素技術が発達する以前から解決す
べき課題として長きにわたり研究されてきており，これ
らの研究の過程で要素技術が発達した側面もある．個別
に述べていくと，情報検索で従来は言語処理を用いたア
プローチが用いられてきたが，Webの登場により大規模
ネットワーク構造を用いたアプローチが適用することが
可能になったために大きく発達した．機械翻訳は，単語
ベース翻訳，用例翻訳，構文木翻訳などのアプローチが
用いられていたが，計算機の高速化および用例コーパス
の大規模化に伴って統計的機械翻訳が一般的に用いられ
るようになった．一方，レコメンデーションや評価値予
測，A/Bテストによるデザイン最適化などは，以前から
提唱はされていたものの研究が大きく進んだのは，デー
タが増加し，要素技術がある程度発達した段階からであ
った．レコメンデーションやデザイン最適化などはユー
ザのWebサイト閲覧行動や商品購入などの履歴が多量
に蓄積されることによって，手法の評価ができるように
なり，それにより発達したと考えられる．
上記のように個々の AI技術を振り返ってみると，各
技術の発展とビジネスは複雑に絡み合っているように見

受けられる．ある AI技術が発展することで，新たなビ
ジネスが可能になる．そのビジネスにより新たなデータ
が生成され，それにより異なる AI技術が適用可能とな
り，その技術が発展する．またあるビジネスとして発達
してきた工学的な課題を理学的な視点から捉えること
で，新たな AI技術が勃興する．その AI技術によりサー
ビスが普及することでデータが増大し，新たな課題が生
まれる．このように AI研究の発達とビジネスの発達は
切っても切れない関係にあるといえるだろう．

9．イノベーションと AI研究のフロンティア

ディジタル情報空間の拡大が AI研究に与える影響は
大きい．森氏のご指摘のとおり，AI技術の活用とビッ
グデータには密接な関係がある．ビッグデータを活用で
きることで AI技術は進化し，AI技術が進化することで
ビッグデータ活用が進む，まさに切っても切れない関係
である．
直近の人工知能学会全国大会のチャレンジセッション
やオーガナイズドセッションであげられている研究テー
マを眺めていると，技術的なキーワードもその適用範囲
も多彩で広範な領域に及ぶ．ロボットや脳科学応用，ビ
ッグデータ，複雑系，集団知能，自然言語処理，音声認
識，画像認識，あるいは機械学習やリンクトデータ，オ
ントロジーというような技術が単体であるいはネットワ
ークのように集団化して別の観点の研究領域を形成し，
適用領域を拡大しているように見える．適用範囲の比重
としてはインターネットビジネスに直結しそうなもの，
あるいはインターネットを活用することが想定されるも
のが多いが，それらの研究テーマや要素技術が現実のも
のとなったとき，どこに利益がもたらされるのかと問い
かけると，社会全体，あるいは社会の隅々まで利益がも
たらされるのでしょう，という答えが返ってきそうだ．
AI研究の適用範囲の中心に浮き上がってくるのは，や
はりヒトなのだ．つまり，ヒトが動くところには必ず適
用可能性がある，というのが適用範囲に関する大雑把な
答えであり，また，実現しやすいところから適用してい
き，その範囲を拡大し続けているというのが実態なのだ
ろう．
そもそも，ビッグデータはヒトが生きて行動すること

で生まれるものである．昔からあった情報空間が急速に
ディジタル化され，そのディジタル化された部分を活用
する技術が進化してきた．しかし，ヒトの行動は，ディ
ジタル化されていない部分のほうが圧倒的に多いのだ，
ということを忘れてはならない．ヒトは唯一自分がロボ
ットであることに気が付いた生き物である．ヒトそのも
のが，ロボットなのである．ディジタル化されていない，
あるいはディジタル化するのが限りなく困難な部分にこ
そ本質的な答えが含まれているに違いない．
今回，編集に携わりながら感じたのは，新興 IT企業
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の R&Dにおいて，その部分の研究に投資するのは難し
いだろう，ということだ．つまり，非ディジタル空間に
存在するはずの本質的なシーズが新興 IT企業の R&D

から生まれる可能性は低い．しかしながら，ビジネスサ
イドからの，あるいは市場からのニーズは大きいだろう．
　こういった類の適用範囲が現れたとき，大学と新興企
業の R&Dがスムーズに連携できるような土壌が形成さ
れていけば，さらに AI技術は進むのではないだろうか？
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